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2019年3月20日にJIS L 1951『生地の遮熱性試験方法』が制定されました。
衣料品をはじめ、様々な分野で射熱を遮る機能を高めた繊維製品が販売されていますが、これまで生地の遮熱性能を評価す
る統一した試験方法が規定されていませんでした。そのため、今回、各社、各試験機関で採用している試験方法も取り入れら
れ、統一した試験方法として新たに「生地の遮熱性試験方法」が制定されることとなりました。

S：遮熱率（％）
ΔTs ：Ts30ave －Ts0ave…試験片の平均上昇温度（℃）
ΔTb ：Tb30ave －Tb0ave…ブランク試験の平均上昇温度（℃）
Ts0ave：試料の平均初期温度（℃）
Ts30ave：試料の30分間後の平均到達温度（℃）
Tb0ave：ブランク試験の平均初期温度（℃）
Tb30ave：ブランク試験の30分間後の平均到達温度（℃）

一般財団法人　ボーケン品質評価機構 https://www.boken.or.jp

東京機能性試験センター
（担当：太田・松浦）

遮熱率 55％以上
65％未満

15％未満65％以上 15％以上
25％未満

25％以上
35％未満

35％以上
45％未満

45％以上
55％未満

区分記号 S65+ S55 S45 S35 S25 S15 S15-

試験結果は算出した遮熱率及び以下の表の区分記号で表します。


